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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代における日本の茶業、および茶文化のありようをグローバルな視野か
ら学問横断的に検討したものである。その課題に挑むため、研究チームは日本史、アジア史、イギリス文化研究
の専門家らで構成された。研究の結果、近代において日本茶が生産されてから消費されるまでの各段階の様子を
具体的に検討できただけでなく、各段階相互のミスマッチなども見出すことができた。また、その過程で、国内
外の所蔵機関などにおいて、日本とアジアの茶業・茶文化関連史資料を収集した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined trends in modern Japanese tea industry and tea 
culture from a cross-disciplinary and global perspective. To address this issue, we formed a 
research team with experts in Japanese history, Asian history, and British cultural studies. As a 
result of our research, we were able not only to specifically examine each stage from the production
 to consumption of Japanese tea in modern times, but also to discover mismatches between each stage.
 Furthermore, in the process, we collected historical materials related to the tea industry and tea 
culture in Japan and Asia both in Japan and overseas.

研究分野：中国近現代史

キーワード： 茶　茶文化　地方文書　外国語文献

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
幕末以降日本茶はアメリカ合衆国をはじめ、ソ連や北アフリカなどにも輸出された。ただ、時代によって主な輸
出先や輸出量は大きく変化し、最終的には1960年代に輸出はほぼ途絶した。なぜそのような紆余曲折をたどった
のか。その背景については依然として検討の余地がある。本研究プロジェクトはそうした課題にグローバルな視
点、かつ学問横断的な視野からに取り組んだところに学術的意義がある。また、そこから得られた知見は、今後
の日本茶輸出のあり方を考えるための材料になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、戦前日本における重要な輸出産品であり、戦後においても山間部などでの主要な農
産物として今なお盛んに栽培され続ける茶をテーマに、学問横断的な研究を行なったものであ
る。 
日本における茶栽培や茶文化をめぐっては、これまでも農学・経済学・民俗学・歴史学・文学
といった個別の分野において研究がおこなわれ、一定の蓄積を成してきた。とはいえ、そうした
研究が相互に結びつくことはこれまで必ずしも多くなかったし、未開拓の研究分野も豊富に残
されていた。また、研究の多くは国内的関心から茶に注目するものであり、それがアジアや世界
とどのような関係性を有したのか、ひいてはグローバルな場において日本茶がどのような意味
をもったのかについては、検討が十分でなかった。 
以上のような学術的背景から本研究プロジェクトの代表者は、「学問横断的かつグローバルな
研究対象として近現代の日本茶業・茶文化を捉えることで、それらの持つ新たな可能性や、これ
まで顧みられなかった限界性を見出せないか」という着想を得た。茶は生産→出荷→輸送→再製
→移出・輸出→販売→消費という一連の流れのなかで、実に多くの人やモノ、そして地域と関わ
りを持つ。また、よく知られているように茶は、各国や各地域において独特の消費文化を作り出
している。そうした消費地での文化や志向の変化は、他方で原産国における茶の生産や販売・宣
伝のあり方に大きな影響を与え、それがさらに生産地の社会・自然環境のありようや、物流の仕
組みなどにも変化を与えた。こうした日本茶による影響の総体を明らかにするには、多様な視点
が欠かせない。まさに学問横断的な研究が必要な状態であった。 
また、現在日本茶の輸出量は少しずつ増えているが、それでも最盛期であった幕末・明治期と
は比べるべくもない。日本茶にはどのような限界があったのか。日本の茶業や茶文化は世界から
どのように見られ、さらにそこからどのような影響を受けていたのか。グローバルな視野から問
い直す必要もあった。 
 
２．研究の目的 
それゆえ我々は本研究に取りかかったのだが、その際最終的な目標として次のようなものを
想定した。（１）日本茶業・茶文化の影響力や限界性を過去にさかのぼって学問横断的かつグロ
ーバルな視点から明らかにすることで、日本の茶業界が再生するためのヒントを探る。（２）研
究の過程で、これまであまり注目されてこなかった日本茶業・茶文化関連資料（日本の地方文書
や海外に所蔵されている欧文史料など）を発掘する。（３）研究成果を出版物の刊行やシンポジ
ウムの開催、お茶関連イベントでの展示活動などを通して研究成果を広く社会に伝える。（４）
それらを通して、輸出の不振や高齢化などの問題で悩む日本の茶業界、および茶業を主な収入源
として暮らす人々が住む地域社会にも研究成果を還元する。 
なお、日本を代表する茶どころであり、それに関係する多くの人的・物的資源を有する静岡を
拠点とすることは、こうした研究をする上で極めて有利であったと考えている。 
 
３．研究の方法 
方法としては、人文科学系を中心とした様々な専門分野（歴史学〔日本史・世界史〕・文学・
文化研究）の視点を活用した。具体的には、歴史学のメンバーは主に政治・経済・社会と茶との
関係を、文学・文化研究のメンバーは社会や文化との関係をそれぞれ重点的に考察した。また、
地域の多様性（日本・中国・アメリカ・ロシア・イギリス）、および長期的な視点（近世・近代・
現代）もそこに加味した。そうした成果を総合することでグローバルな場において日本茶の位置
づけがどのように変容したのかを歴史的に跡づけることが可能となると考えた。 
また、本研究では、日本の茶業・茶文化に関する新史料の発掘も目的の一つとしていたため、
メンバーそれぞれのフィールドで史料調査を行った。本来であれば国外でも史料調査を複数回
行う予定であったが、COVID-19 のパンデミックにより、計画していた調査の多くを中止せざる
を得なかった。ただ、そうした情況を鑑み、早い段階からインターネットを利用した史料入手の
方法を探り、結果的に大きな成果をおさめるに至った。 
 
４．研究成果 
 （１）日本とアジア（特に中国・台湾）の茶・茶文化関連史資料の収集・発掘・整理 
 研究開始以前の段階で、日本や台湾の茶に関する戦前戦後の基本史料を纏めたものとして、寺
本益英編『日本茶業史資料集成』24 冊（文生書院、2003 年～）などがあった。また、中国茶に
関するものでは布目潮風編著『中国茶書全集』2巻（汲古書院、1988 年）、陳湛綺責任編輯『民
国茶文献史料彙編』5巻（全国図書館文献縮微複製中心、2009 年）、方健彙編校證『中国茶書全
集校証』7冊（中州古籍出版社、2015 年）、福建省図書館編『閩茶文献叢刊』8冊（国家図書館出
版社、2016 年）、許嘉璐編『中国茶文献集成』50 冊（文物出版社、2016 年）、などがあった。そ
れらのうちいくつかはすでに本研究プロジェクトメンバーの所属機関に所蔵されていたが、こ
のたび未入手だったものをすべて購入することができた。特に、『閩茶文献叢刊』と『中国茶文



献集成』を揃えられたことで、中国茶に関する研究を大いに進めやすくなった。 
 また、欧文史料もインターネット古書店を利用していくつか入手できた。まず、アメリカ合衆
国で刊行されていた茶・コーヒー・スパイスなどの業界誌『ザ・スパイス・ミル』の 1925 年か
ら 1949 年までの巻を入手できた。本誌はやはりアメリカ合衆国で刊行されていた業界誌『ティ
ー・アンド・コーヒー・トレード・ジャーナル』と同様、近代における世界的な茶業の動向を知
る上で欠かせない史料だが、これまで日本国内に所蔵がなかった。さらに、戦前における日本茶
輸出の最大手のひとつであったホイットニー社が刊行した広報パンフレットである『ティー・ト
ークス』を 1号から 9号まで入手できた。これもこれまでに日本の図書館に所蔵されていなかっ
たものである。そのほか、インターネット上のデジタル・ライブラリーなどを通して欧文史料の
データを多く手に入れることができた。これらの史料により、グローバルな視野から近代の日本
茶を捉えることがこれまで以上にできるようになった。 
 このように、近年日本やアジアの茶関係の史料へのアクセスが容易になったが、他方でそれら
史料集に収録されていない史料も依然として膨大なことが研究を通して明らかになってきた。
そこで、国内外の以下のような所蔵機関で史料調査を行った。 
 
国内：国立国会図書館、国立公文書館、アジア経済研究所図書館、国文学研究資料館、茨城県
立歴史館、横浜開港資料館、静岡大学図書館、静岡県立図書館野菜茶業研究所図書館 (金谷)、
静岡県立農林環境専門職大学図書館、フェルケール博物館、愛知大学図書館、岐阜大学図書館 
 国外：中央研究院近代史研究所図書館、国立台湾図書館（いずれも台湾） 
 
 各館では著作権の範囲内で必要に応じてコピー・スキャン・写真撮影を行った。また、これら
のほか、個人宅にて以下のような日本近世の地方（じかた）文書の調査も行った。 
 
島田市伊久身地区所在古文書、河村隆夫家文書（島田市）、勝山家文書（川根本町）、 水野敬
志家所蔵文書（掛川市） 
 
 以上の史料の一部については、すでに出版物や講演会などを通して史料紹介がなされている。
また、『ザ・スパイス・ミル』と『ティー・トークス』については、静岡市で開催された「世界
お茶まつり 2022」の場でも展示を行った。 
 COVID-19 流行の影響で海外はおろか国内でも調査の範囲が大きく制約された。それでも以上
のような史料を集めることができたことで、COVID-19 流行下でもなんとか研究を遂行すること
ができた。 
 
（２）各時代・地域に関する研究の成果 
研究分担者の今村は、幕末明治期の熊本藩に関する文書から、当該時期の熊本における茶生産
の実態に迫った。幕末に日本国内のいくつかの港が対外開港されると、多くの物産が海外に輸出
されたが、茶もその一つだった。その際、長崎からも茶が多く輸出されたが、当然のことながら、
そうした茶の多くは九州で生産されたものであった。そのため、当時熊本藩でも茶生産を奨励し、
そこから利益を得ようとしたが、それが具体的にどのようになされ、領民もそれにどのように反
応したのか、についてはこれまでの研究で十分に明らかにされていなかった。今村はそれを細川
家文書「町在」と古閑家文書に含まれるいくつかの史料から検討した。その成果は「幕末維新期
熊本藩の茶生産と地域社会」（仮）という論文にまとめられる予定である。 
研究協力者の岡村は、戦前日本最大の輸出用茶葉の生産地であった静岡の茶生産・流通に関す
る史料を精力的に収集し、考察した。具体的には、島田市大代の河村家の文書などをもとに、大
正期に静岡県茶業監督員として静岡県の茶の品質管理を厳しく指導した河村宗平の事績を丹念
に追った。その結果、これまでその実態がほとんど知られていなかった静岡県の茶業監督員の動
きについて、多くのことを明らかにすることができた。また、それを通して、当時静岡県が輸出
茶向けの新たな製茶法（「明治三八年式製茶法」）をどのように広め、他方でそれとは異なる製法
で作られた「不正茶」をどのように取り締まろうとしていたのか、その具体像を明らかにするこ
とができた。この知見は後日「大正期の静岡県における製茶の実態―製茶監督員河村宗平の指導
記録を中心に―」（仮）という論文にまとめられる予定である。 
以上、今村と岡村は、幕末・明治・大正時期の熊本と静岡において、どのように茶が生産され
ていたのかについてそれぞれ検討した。そうした茶は日本の各港から海外に輸出された。とりわ
け 20 世紀以降になると茶輸出における清水港の位置づけが大きくなるが、清水港の対外開港に
向けた動きについては、研究分担者の粟倉が詳しく論じた（「1879 年の清水港の開港運動」）。 
ところで、そうした港から輸出された日本茶は輸出先においてどのように認識されたのだろ
うか。これまでの研究からも、日本が戦前、特に 1920 年代にアメリカ合衆国などで日本茶宣伝
を積極的に展開していたことがよく知られる。ただ、当時合衆国においては日本茶以外にもイン
ド茶やセイロン茶、ジャワ茶、台湾茶、中国茶などの宣伝キャンペーンもされていた。研究代表
者の戸部はそのうち、20 世紀初頭まで日本茶のライバルであった中国茶の宣伝のあり方につい
て、合衆国の茶業界誌の記述などから検討し、日本茶宣伝のあり方と比較した。その結果、当時
合衆国での中国茶宣伝は主に合衆国の茶貿易会社が担っており、中国の茶業界や政府はほとん
どそれに関わっていなかったことが明らかになった。これは日本が自国の茶業界や政府、さらに



は合衆国の茶貿易会社などから強力なバックアップを受けていたのとは対照的である。ただし、
合衆国の茶貿易会社のなかには中国茶・日本茶両方の宣伝に関わっていた会社もあり、彼らがど
こかの国の茶「だけ」を応援していたわけでなかったことが分かった。この知見は後日「1910～
20 年代のアメリカ合衆国における中国茶の宣伝―ハリソンズ&クロスフィールド社系企業との
関わりを中心に―」（仮）という論文にまとめられる予定である。 
さて、戦前における日本茶の主な輸出先はアメリカ合衆国であったが、1920 年代中ごろ以降
に同国への輸出量が減少傾向になるとソ連や北アフリカが新たな輸出先として注目されるよう
になった。研究分担者の吉田が検討したのは、1930 年代のモロッコ向け輸出についてである。
吉田は、日本の茶業界誌『茶業界』の記事を丹念に読み込み、当時の日本の茶業者がモロッコ市
場をどのように認識していたのか、またそうした認識と実際に起こっていた情況との間にどの
ような齟齬があったのか、について検討した。日本茶のモロッコ輸出の動向に影響を与えた要素
として当時の中国茶の動向にも目配せをしている点が従来の研究とは異なる点である。この知
見は後日「日本茶のモロッコ向け輸出に関する『茶業界』の記事目録（1930 年代）」（仮）という
論文にまとめられる予定である。 
以上、戸部と吉田は日本茶の海外輸出、および海外での販売に着目して検討を行ったが、それ
では輸出先で茶はどのように消費されたのだろうか。研究分担者の鈴木は、西洋と東洋での茶に
まつわる名言を検討することで、西洋では喫茶を通して即時的な平穏、幸せ、落ち着き、安心、
さらには人とコミュニケーションをとる喜びを得ることが期待されてきた一方で、東洋では健
康、長寿、不老不死といった要素がとかく重要視されてきたことを指摘した。この知見は後日
「「お茶ある限り希望あり」？」（仮）という論文にまとめられる予定である。 
以上の成果については、2023 年 3 月に静岡大学で開催したシンポジウム「グローバルな視野
からとらえた日本の茶と茶文化に関する学問横断的研究」で報告された。シンポジウムには研究
者だけでなく静岡の茶商、技術者、行政関係者などの参加もあり、各界のプロ同士による有意義
な議論が展開された。 
また、上記以外の研究成果についても出版物やシンポジウムなどを通して発表されている。さ
らに、研究代表者が研究で得た知見の一部は、静岡大学の学際科目「茶の世界」を通して学生に
も伝えられた。以上を通して研究成果の茶業界や地域社会への還元という目標の一端は達成で
きたと考えている。 
 
（３）今後の展望 
日本茶は日本国内での生産→海外輸出に向けた再製→海外への輸出→海外での販売を経て最
終的に海外で消費されたが、これまでは各段階での有り様のみが個別的に研究されることが多
かった。本研究プロジェクトでは、専門分野の異なる研究者が集まって上記の各段階を横断的に
研究することで、戦前に日本茶が生産され、海外で消費されるまでの一連の流れを、いまだ初歩
的ではあるが大局的な視点から捉えることができた。それにより各段階間でのミスマッチのよ
うなものもいくつか見つけることができた。例えば、本プロジェクトの岡村の研究からは、1910
年代以降に輸出量増加のために日本茶の品質向上を目指す動きが盛んになっていたことが分か
った。ただ、吉田の研究からは、1930 年代にソ連や北アフリカのモロッコに一時的に多くの日
本茶が輸出されていたが、それは日本茶の品質が良かったから「だけ」ではなかった、ことが明
らかにされた。つまり、日本茶輸出低迷（または一時的な輸出量増加）の理由はこれまで考えら
れていたよりもずっと多様であったのではなかろうか。それに気が付いたことは、本プロジェク
トの重要な成果の一つだと考えるし、それゆえに取り組むべき課題はいまだ多く残されている。 
そこで今後の研究では、これまでの研究蓄積をもとに、引き続き戦前から、可能であれば 1960
年代までの日本茶の生産→再製→輸出→販売→消費の流れを総体的に再検討したい。その際は
今回のプロジェクトではほとんどできなかった海外での史料調査も本格的に行いたいと考えて
いる。 
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡村龍男

岡村龍男

岡村龍男

岡村龍男

 １．発表者名
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